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民間こども園新設と対応方針に関する説明会  質疑応答内容 

 

【事前アンケートへの回答】 

○民間こども園の新設に関すること（アイグランが回答） 

 質問・意見 回 答 

敷
地
・
園
舎
に
関
す
る
こ
と 

予定地の選定基準は何か。また、所有者

との合意は済んでいるのか。 

閉園予定の３園と比較的近くの場所であ

り、江釣子駅とも近く、小・中学校とも

近いため連携が図りやすい。 

地主様と事業用定期借地権の合意書を結

び、合意は済んでいる。 

線路沿いの立地であることについて、ど

のように不安を払拭しようとしているの

か。 

高さ1,800㎜以上のフェンスの設置、電気

錠の設置や各扉の鍵は園児の手の届かな

い箇所に設置することで、園児の飛び出

し防止を図る。 

予定地の近くには中学校もあるため、子

どもの声に対して近隣から苦情が上がる

ことが考えられる。 

近隣住民様へは、開園前の期間で個別に

説明をさせて頂く予定である。場合によ

っては、説明会を開くことも検討する。 

隣接する道路が狭いため、送迎の際に不

便だと感じる。 

保護者が円滑に送迎できるよう、駐車場

の配置や、右折入庫禁止等の取り組みも

検討していく。 

定員に対して園庭と駐車場が狭いと感じ

る。 

現計画はまだ検討段階の為、多少の変更

は可能であると考えるが、基本的な配置

等は現計画のもので考えている。 

自然物（砂、土、泥、虫、草花等）に触

れながら心地よく四季を味わえる環境の

確保はあるのか。 

園庭では天然芝を活用し、菜園の活動が

できるスぺ―スも設け、草花の他に、実

際に食物を植え、収穫し食育の取り組み

の一つとしている。また、天候の良い日

には戸外活動を行い、自然に触れる機会

を積極的に設けている。 

新
設
園
の
運
営
に
関
す
る
こ
と 

保育士の確保はどうなるのか。 ・北上市内からの新規の採用 

・当社の「採用戦略部」による養成校か

らの新卒保育士採用 

・全社員約5,000 名のスケールメリット

を生かした、社員紹介制度 

・近隣施設からの異動 

・全国転勤可能な「総合職保育士」によ

るバックアップ体制 

上記を基に採用活動を行う予定である。 
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在園児数から見ると、２・３号の定員が

不足しているのではないか。 

今後の少子化や、児童数減少の見込みを

鑑みて、北上市と調整の上で提示してい

るものであるが、協議の上で変更は可能

である。 

転園に際して、制服や教材など新たな費

用負担は発生するのか。 

基本的には保護者様の費用負担が増える

ことは行わない。 

登園時間と中学生の登校時間が重複する

が、事故防止の対策は考えているか。 

「見守り隊」を登園ルートに配置し、職

員が安全確保に努める。また、門扉は電

子錠付きのものを使用し、園児の飛び出

し防止も行う。 

新設園と職場までの距離の都合上、７時

からの開園を希望する。 

検討可能である。開園時間等、保育園運

営に関する事項については、今後、北上

市、保護者等と協議の上決定する。 

鳩岡崎保育園では年長児が鬼剣舞を踊る

のが楽しみだったので、新設園でも引き

継いでほしい。 

基本的にはこれまでの公立園での行事や

文化を継承し運営を図っていく考えのた

め、引継いでいく予定。 

あいぐらん保育園岡山福浜町で発生した

不適切保育について、再発防止に向けた

対策はあるのか。保育士の処分だけでは

納得ができない。 

園ごとに、人権保育の研修等を行ってい

る。年１回行われる全社員での研修や、

エリアごとの施設が集まって研修を行

う、「園長塾」では、「子どもたちの保

護者様が隣にいて出来ないことは不適切

保育に該当する」という事を念頭に置

き、職員全員に周知を行っている。 

また、ブラックボックス化させないた

め、内部通報制度や、社外の弁護士に相

談できる窓口も設置している。 
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○新設・閉園方針全般に関すること（市が回答） 

質問・意見 回 答 

新設、閉園は決定事項なのか。 ・新設に関しては市に決定権があるものでは

なく、県が認可するものである。 

・閉園に関しては決定ではなく方針であり、

御意見を踏まえた上で検討を進めようとす

るものである。 

先生や友達など子どもを取り巻く環境変化に

ついて、安心して移行できるよう検討してい

ることはあるか。 

移行直前の年度において、公立園と新設園で

職員の引継ぎなどを行うことを想定してい

る。 

園児が集約されることにより人手不足が懸念

されるが、新設園における職員1人あたりの

担当園児数は。 

国が定める配置基準（０歳児3:1、１･２歳児

6:1、３歳児20:1、４･５歳児25:1）を満たす

ことが認可の要件となる。 

病児保育、児童発達支援事業所を必要とする

割合はどの程度なのか。また、それを新設園

に移行する必要があるのか。 

両事業とも現状において江釣子地区に実施施

設がないため、新設により多様な子育て支援

サービスの充実につながるものと捉えてい

る。 

 

○公立施設閉園の方針に関すること（市が回答） 

 質問・意見 回 答 

閉
園
方
針
全
般
に
関
す
る
こ
と 

新設に伴う課題として定員過多が上げら

れているが、それであれば新設自体が不

要なのではないか。 

「第２期北上市子ども・子育て支援事業

計画」において、効率的運用と集団規模

確保のため認定こども園化などを行う旨

を示しており、この内容について早期の

対応が可能となることから、新設を前提

に対応を進めようとするものである。 

今回の民間委託にあたって入札は行わな

かったのか。 

本案件はアイグランが認定こども園を新

設し、運営しようとするものであり、市

の委託事業ではないため入札は行ってい

ない。 

本来は入園前に告知をするべき。なぜこ

の時期の公表となったのか。 

新設の申し入れを受けた後に検討を進め

てきたものであるが、対応方針が固まる

前に新年度入園の申し込みが開始となっ

たため、混乱が生じないよう公表時期に

配慮したもの。 

３園全てを閉園ではなく、１つの公立施

設に集約することでもよいのではない

か。 

民間でできるものは民間が担うという市

の基本的な考え方をベースに、アイグラ

ンによる認定こども園に集約する方針で

考えているものである。 
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江釣子地区から公立園がなくなることに

ついて、市ではどのように考えている

か。 

公立・民間立の違いによって一概に良し

悪しがあるものではなく、実情に応じて

必要な保育量を供給することが市の責任

だと考えている。 

閉
園
後
の
対
応
に
関
す
る
こ
と 

公立施設の職員について、閉園後はどこ

に配属されるのか。また、市の保育士の

採用は今後減っていくのか 

・仮に閉園した場合、正職員について

は、他の公立施設に配置することとな

る。会計年度任用職員については、新

設園での任用が検討されている。 

・今後の採用については、園児数に応じ

て検討することとなる。 

仮に閉園した場合、跡地はどのように活

用するのか。 

閉園が決定していないため、現時点で想

定はしていない。一般的には公売が原則

であるが、活用法を検討した上で方向性

を決定することとなる。 

園
児
・
保
護
者
へ
の
影
響
に
関
す
る
こ
と 

閉園する園に在籍する子どもは、必ず新

設園に入れるのか。 

在園児については、希望者全員が新設園

へ入園できるよう調整する。仮に他の園

を希望した場合、加点をした上で利用調

整することを想定している。 

通勤経路から外れることになるので困

る。 

新設園も同じ江釣子地区に設置されるこ

とから、御理解をいただきたい。 

なお、経路の都合等により他の園を希望

する場合は、加点をした上で利用調整す

ることを想定している。 

年長クラスの年に転園となるのは、子ど

もの精神的負担が大きくなるものと考え

る。在園児が卒園するまでは存続すべ

き。 

開園と閉園の時期をずらすことにより、

新設園への転園時期にばらつきが出るた

め、教育・保育に必要な集団規模を確保

できなくなるリスクがあると考えてい

る。 

 

 


